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平成 28年度 JETプログラム国際交流員 (CIR)中間研修

分科会「思わず手に取るチラシの作り方」

チラシとは

ビラ (b通1・ handbi11)。 フライヤー (野er・ 豊ier)
・チラシ展示棚 (ノ

ぐンフレットスタンド)な どに展示される
。街頭で配布される 。新聞に折り込まれる (折 り込みチラシ)
ciリ ーフレット (leattet)・ しおり/パンフレット (pamphlet)/ポ スタ∵ (poster)

企画力を高めよう (は じめに企画ありき)

。マーケティング発想/メ |1上発想から川下発想ヘ

・ターゲットを絞る

3.AIDMAの 法貝J、 AISASの法員J
(Attentton→ Interest→Desire→Memory→ActiOn)
。手に取ってもらうための工夫

・最後まで読んでもらうための工夫

4.思 いが伝わるキャッチコピーゃ リー ド文の作 り方
・普段から言葉を集める (ス トックする)→新聞、雑誌 (広告)、 新書 (のタイ トル)な ど
・言葉を推敲する (ピッタリくる言葉を考え出す)→ ネットで「岡義語・類語検索J
。「チラシはラブレター」

5,プ ロに負 けないチラシをワー ドで作 る

(1)フォント (書体)

(2)文字の大きさ (フォントサイズ/ポイント)

(3)行間

名)図形 (を重ねる/グループ化)

(紛 飾 り文字 (ワー ドァー ト)

傷)イ ラス ト (ク リップアー ト)
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1.企画から広報までの流れ

1.概要 (内容、同時、講師など)の検討

2.開催までのタイムスケジュールの作成

3.企画書の作成

4.タ イ トルの決定

5.公報原稿の作成

6.チ ラシ作成

7.マスコミ対策など、広報の展開

2.チラシの作成の流れ

1,チラシの トータルデザインの決定
(全体のタッチ・イメージ、書体、写真・

イラス トのあるなしなど)

2.チラシの記載項目の列挙・確認
3.チラシのレイアウトの決定
4.チラシ作成
5.チラシをもとにポスター、ホームページ

などを作成

6。 広報体tllの決定 (チラシ・ポスター等の
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ターゲットの心に届く言葉で

組み立て・切 り口

「いつ、どのように、どこで」

・時期・回数 O FH5隔・曜日・時間

・講座のスタイル (講演型か参加

型か)

・テーマ、講師

・会場 (アクセス・地図)

・参加費 (有料か無料か)

募集要項

・対象

・定員

(先着I質か抽選か)

・応募方法 (電話、FAX、

メール、ハガキ、来館 etc。 )

・問い合わせ先 (主催者 )
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思わず手にとるチラシの作り方

A“ チラシを作成する手

1.掲載する情報を並べ出す
2.タイトルに使えそうな単語やフレーズを書き出してみる←ネットで関係情報を検索する
3.タイトル (メ インタイトル、サプタイトル、ショルダータイトル)を決定する

(「だれに、なにを伝えたいかJを対象者の立場に立って考える

=対象者の立場に立って、どういうタイトルだったら
:「

参加してみたくなるかJを考える)
4。 全体のタッチ・ トーンを決める

5。 タイ トル部分の書体 (フォント)を決める

6。 大まかなレイアウトを考える

7.使えそうなイラストを探し出す
8.タイ トルの色を決める

9。 第 1次案を作成する

B.チラシを手直しするときのポイント

「どうすれば、手にとつてもらえるか」を考える

→①いかに興味をもたせるか②いかに目立たせるか

①いかに興味をもたせるか

*作 り手の「思い」をどう伝えるか (←作り手が何を伝えたいかを推し量る)
*受講対象者にとって、魅力的なタイトルを (←受講対象者=ターゲットをイメージする)
*「だれに来て欲しいかJを明確にして、

受講対象者の立場に立って、行ってみたくなるキャッチフレーズを考える

②いかに目立たせるか

全体的なデザイン

斬新さ    ,
タイ トルの大きさ、色、フォント⇔中身とのバランス

※インターネットでいろいろ情報を調べる (講師情報、ターゲットがよく使う言葉など)

0 2016年 吉田清彦
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●

レイアウト

1.全体を 3つ、 4つのプ自ックに分けて、配分を警える
伝えたいことを整理して、一枚の紙の上に配置してください。メリハリをつけて、バランス

よく配置することが必要です。統一感=ま とまりも大事です。

2.上部1/3に主要なメッセージを
伝えたいことがたくさんあっても、手にとつてもらえなければ意味がありません。チラシの

機に並べられると、上の 3分の 1しか見えません。

3。 最初の 31Tが勝負
手にとるかどうかは、タイトル部分で決まります。いちばんに伝えたい情報を上のほうに書いて、
なんのチラシかわかるようにしましょう。

4麟 タイ トル カミ驚無1め手 タィ トル :ま「説明J寧 まな く FキャッチコピーJに
竹のチラシヤま、だれに、なにを伝えようとしているのでしょうか。そのことを簡潔に表現しま

しょう。タイトル部分で、その講座に参加すればどういうメリットがあるのか、何が得られる
のか、暮らしがどう変わるか、というその講座の “売り"(セールスポイント)を、魅力的に
表現しましょう。 →「ゴ…ルの見えるタイ トルにJ(牟調静番)

5義 人のここ樹
=鷹
くことばを

リー ド文 (=お誘いの言葉)は参加者の一人一人に話しかけるように、生きたことばを使つて
書きましょう。チラシを手にとる人の姿を思い浮かべながら、その人に語りかければ、あなた

の思いキまきっと伝わるはずです。日ごろからことばのセンスを磨いておきましょう。

6.イラストや写真を効果的I=
イラストや写真を使つて視覚的に訴えると、より効果的です。特に、あたたかみのあるイラス

ト|ま、見る人の気持ちをほつとさせます。文字の何倍もの力を発揮します。

7.空自もデザインの一部
詰め込みすぎは逆効果。空自のほうが強い印象をあたえることもあります。問 (ま )が大事です。
スッキリしたデザイジを心がけましょう。

3.行 Fet、 字Fatを詰めすぎない
行間や字FHlが詰まると、読みづらいだけでなく、全体に汚れた印象をあたえます。文字の大きさを

もう一段階小さくして、行間をすこし空けましょう。

9.基本的なllt報を忘れずに
日時、曜日、場所、申し込み方法、主催者・連絡先など、基本的な情報がもれていないか、

綺付や電話番号が間違つていないか、もう一度確かめましょう。
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【重ね文字 (袋文字)の作り方】

※Word2010文書を古いバージヨンに戻す方法 :

「ファイル」→ 「名前を付けて保存」→
「フアイルの種類J(「WOrd文書Jと なつているところをクリッ

クして「Word97-2003文 書」を選択する)→ 「保存J

(※2016の場合、「ファイル」→「エクスポー トJ→
「フアイルの種類の変更J→「ファイルの種類J(「WoFd

文書Jと なつているところをクリックして「Word97-2003文 書Jを選択する)→
「保存J)

1.ワー ドアー トで大文字 (HGP創英角ゴシックUB、 HGP創 英角ポップ体、HGP明 朝 E、 HG丸

ゴシックM一 PROな ど)を作成する。 (最初は、字数は 8～ 10文字くらい。文字の大きさは 54ポイ

ントくらいの大きな文字のほうがやりやすい)

2。 それをコピー&ペース ト (「コピー (C trl+C)Jと 「貼り付け (C trl+V)J X2)して、同じ

文字を 3つ作る。

Q

3.いちばん下 (う しろ)の文字を選択し、「ワードアー ト」ツールバーの
「ワー ドアー トの書式設定J

画面の「色と線Jの 「線」の「太さJを 「14pt」 にする。

4.真ん中の文字を選択し、「線Jの 「色」を自にし、「線Jの 「太さJを
「6pt」 にする。

5.いちばん上 (手前)の文字を選択し、「塗りつぶしJの 「色Jを黒にし、
「線Jの 「色」を「線なしJ

にする。

6。 「5」 をクリックしたあと、「CtrlJキーを押した状態で、
「4Jと 「3Jをクリック (複数選択)し、

その状態で、「書式J→ 「配置J→ 「配置Jと進んで
「左右中央揃えJを選択する。さらに、その状態

で、「配置」→ 「配置Jと進んで、今度は「上下中央揃えJを選択する。

さらに、その状態で、「配置J→ 「グループ化」と進んで、
「グループ化」をクリックする。

※あとから作業を行つたものが最前面になるので、途中で前後の位置関係を変
えたい場合、その文字を選

択して右クリックし、「順序」をクリックして、その中から
「最前面へ移動Jも しくは「最背面へ移動J

を選択する。 (それでもうまくいかない場合は、
「テキストの背面 (前面)へ移動Jを選ぶとよい)

※グループ化を解除したいとき:ま、グループ化した文字を選択して右クリック
し、「書式」→「配置J→

「グループ化J→ 「グループ解除Jを選ぶとよい。解除したあと再がグループ化した
いとき:ま、「再グ

ループ化」を選択する。

※いちばん下の文字や真ん中の文字の

いろ作ることができます。

「線」の「太さJをいろいろ変えると、感じの異なる袋文字をいろ
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